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資料４－２
地域医療連携検討ワーキンググループ検討状況の概要＜周産期医療＞
問題点
○ 本来ＮＩＣＵで対応すべき新生児を専用病床以外のベッドで診ざるを得ないケースがある
・コロニーのＮＩＣＵ休止による新生児搬送の増加
名
古
屋
医
療
圏
・ハイリスク新生児搬送受入件数（）は他圏域からの搬送
(H21) 467件 (125件) → (H22) 518件 (188件)
尾張北部 → 名古屋
(H21) 5件 / (H22) 89件
名古屋　→　尾張北部 (H21) 50件 / (H22) 1件
改善方法（圏域での取組）
現状
今後
提言・要望
・名古屋第二赤十字病院と名古屋大学医学部附属
・周産期医療の寄附講座等の設置
（名古屋市立大学、藤田保健衛生大学、名古 病院がＮＩＣＵ各３床増設予定
屋大学（地域医療支援センター））
・シミュレーションセンターによる周産期医療 ・名古屋第一赤十字病院がバースセンター設置予
の人材育成（名古屋市立大学病院）
定（正常分娩とハイリスク対応の切り離し）
―
・ＮＩＣＵ稼働率に差がある
拡充後の状況を検証の上、ＮＩＣＵの更なる増
設、活用について検討
・病院別のＮＩＣＵの稼働率（H21）
名古屋第一赤十字病院　96.8％
名古屋第二赤十字病院　89.9％
市立西部医療センター（市立城北病院）95.8％
名古屋大学医学部附属病院　76.9％
名古屋市立大学病院　74.5％
聖霊病院　85.1％
医
海
療
部
圏
現状では、地域周産期母子医療センターを中心として周産期医療体制が確保
―
尾
医
張
療
中
圏
部
現状では、隣接する医療圏の周産期母子医療センターとの連携により周産期医療体制が確保
―
尾
張
東
部
医
療
圏
尾
張
西
部
医
療
圏
尾
張
北
部
医
療
圏
【将来的な課題】
コロニーのＮＩＣＵ休止による母体・新生児搬送件数や低体重児の出生率の増加をみると、圏
域内の周産期部門への更なる圧迫が懸念
・母体搬送受入件数(H21→H22)
78件　→　140件
・新生児搬送受入件数(H21→H22)
72件　→　147件
・低体重児出生率（H5→H10→H21）
6.6％ → 8.9％ → 10.2％
【将来的な課題】
診療所の分娩に余裕がなく、産科医の高齢化により今後の分娩に支障が出る可能性がある
・瀬戸旭医師会が病院から譲り受けた保育器を
瀬戸市消防本部へ寄贈し、瀬戸市消防本部と
尾張旭市消防本部で共同利用
―
・愛知医科大病院によるドクターカーを利用
（医師同乗）した新生児搬送を開始
（H23.2～）
・診療所と病院との連携を一層推進
―
・診療所分娩実施件数
H22分娩実施件数　2,769件　→ H23分娩対応可能数　2,770件
○ コロニーのＮＩＣＵ休止により、新生児搬送の圏域内完結率が著しく低下。また新生児搬送に
代わり母体搬送件数が大幅に増加したが、増加分に対応しきれておらず、多くが名古屋医療圏
（特に名古屋市立西部医療センター）へ搬送
・新生児搬送圏域内完結率
(H21) 163件 / 199件 81.9％
(H22)
32件 / 157件 20.4％
・名古屋市立西部医療センターへの搬送
(H21) 2件　→　(H22)　70件
・母体搬送件数圏域内対応件数
(H21) 36件 / 104件 （他圏域へ68件）
(H22) 75件 / 164件 （他圏域へ89件）
・名古屋市立西部医療センターへの搬送
(H21) 10件　→　(H22)　22件
知 ○ 母体搬送、新生児搬送ともに圏域内完結率が低い
多
・圏域内完結率(H22)
半
島
母体搬送　25件 / 100件 25.0％ （県平均 70.0％）
医
新生児搬送　28件 / 77件 36.4％ （県平均 67.0％）
療
圏
・半田病院産科医師数　(H23.6) 5人　→ (H23.10)　4人
・圏域を越えた名古屋医
春日井市民病院、小牧市民病院とも人員不足 ・江南厚生病院のＧＣＵの増床
療圏を含む尾張地域の
で現行以上の体制は困難であり、ＮＩＣＵの
問題として有識者会議
整備見込みなし
・周産期医療センターやその他の分娩実施医療機 での検討を要望
関の役割分担、機能連携等の検討
・半田病院への産科医派
遣を要望
1
問題点
西
三
河
北
部
医
療
圏
改善方法（圏域での取組）
現状
今後
【将来的な課題】
診療所の分娩に余裕がなく、産科医の高齢化により、今後の分娩に支障が生じる可能性がある
・診療所分娩実施件数
H22分娩実施件数　2,608件
/
提言・要望
―
H23分娩対応可能数 2,660件
○ 新生児医療専門医とＮＩＣＵ病床が不足
西
三
河
南
部
東
医
療
圏
・新生児担当医師数（H22)
10人　出生千人当たり　2.3人（県全体 212人　出生千人当たり 3.0人)
・圏域内のＮＩＣＵ数
ＮＩＣＵ　6床、ＧＣＵ　17床　ＮＩＣＵ病床利用率（H21)　98.9％
―
【将来的な課題】
高齢化により更に分娩医療機関が減少し、今後の分娩に支障が生じる可能性がある
・分娩取扱医療機関数(H22→H23）　病院1、診療所8　→病院1、診療所6
西
三
河
南
部
西
医
療
圏
○ ハイリスク分娩対応について、病床及び人的資源（産科医・看護師）の不足により、母体及び ・ 平成22年度に安城更生病院にＭＦＩＣＵを６ ・安城更生病院でさらにＮＩＣＵ３床、
新生児搬送の受入れに一部支障がある
床整備し、総合周産期母子医療センターに指 ＧＣＵ６床増設予定
定
・圏域内完結率(H21→H22)
母体搬送　140件/168件　83.3％　→ 129件/169件　76.3％
新生児搬送　86件/105件　81.9％　→ 105件/138件　76.1％
・ 安城更生病院に周産期専用のドクターカー
・院内保育所の整備
「きらり」の整備
・産科・産婦人科医師数(H20）
44人　出生千人当たり　6.1人　（県平均　8.2人）
【将来的な課題】
開業医の高齢化により、分娩可能医療機関の減少が危惧される
―
・院内助産所等ローリスク受入施設の整備を模索
・分娩実施医療機関数
(H22) 11（病院6、診療所5）→ (H23) 10（病院5、診療所5）
○ 東三河北部医療圏に分娩可能医療機関がない
東 ○ 医師・看護師が不足し、里帰り出産等を制限
三
河
・東三河地域の産婦人科医師数(H19）
北
常勤換算医師数　32.8人
部
一人当たり分娩対応数　220.7人　（県平均　131.6人）
・
南
部
医
療
圏 ○ 医療的ケアを必要とする障害児が増加する一方、東三河地域の重症心身障害児施設が不足
・しんしろ助産所の開設（H23.6～）
・将来的にしんしろ助産所で分娩の取扱を実施予
定
・蒲郡市民病院で里帰り出産の受入再開
（H24.1～）
・豊橋市民病院のバースセンター整備及び総合周
産期母子医療センターに向けたＭＦＩＣＵ整備
・分娩可能医療機関紹介事業の実施
（分娩受入可能状況を月2回調査し、医療機
関へ情報提供）
・院内保育所の整備
・東三河地域への産科医
派遣を要望
・県内の重症心身障害児施設の整備率（人口1万人当たり）（H22.4.1)
定員382人　整備率0.53　全国平均　1.53
うち東三河 40人、名古屋・尾張地域 342人
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